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A CASE OF RENAL PSEUDOTUMOR
Yoshio YAMANAKA, Naoki  KAWAMURA and Masao AKIMOTO 
       From the Department of Urology, Nippon Medical School
(Director: Prof. M. Akimoto)
   A case of renal pseudotumor in a 47-year old female is reported. She was admitted with 
the complaint of right flank pain. Intravenous pyelography showed filling defect in right 
renal pelvis and spreading deformity of calices with compression of infundibuli. Ultrasono 
graphy and computed tomography demonstrated round renal mass. Since possibility of 
hypovascular tumor was not completely ruled out by right selective renal angiography, 
subsequently performed, then right nephrectomy was done. Bisected specimen revealed mal 
position of renal lobe (lobar dysmorphism). Microscopic appearance showed normal renal 
parenchyma. The literature is also reviewed.
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緒 言
腎偽 腫 瘍 は,日 常 行わ れ て い る腎 孟造 影 に て遭 遇 す
る こ とは 稀 で はな く,ま た歴 史的 に も古 くか ら報 告 さ
て い る もの で あ る.こ の 中 で,columnofBertinや
代償 性 肥 大 に よる も の の 報 告 は 多 いが,lobardys-
morphismによ る もの は 前2者 と混 同 され て考 え ら
れ てい た ため,報 告 は少 な い.今 回,わ れ われ はlo-
bardysmorphismによる 腎偽 腫瘍 の1例 を経 験 した





主 訴=右 側 腹 部鈍 痛









検 査成 績 血 液 一般;RBc419×10`/mm3,wBc
7,100/mm3,Hb13.Og/dl,Ht39.5%,Plt23.8×104







ml,erythropoietin28mlUlml.血液 凝 固;異 常 な
し
尿細 胞 診:(4回 施 行)claSSI～II
X線 学 的 検査:IVPで は,右 腎孟 の陰 影 欠 損 お よ
び 上腎 杯 茎 部 の延 長 が 認 め られ た(Fig.1).超音 波
で は,右 腎 中央 部 に 内 部 エ コーの 均 一 な腫 瘤 を 認 め,、
正 常腎 実 質 とは 被 膜 に よ り明 ら か に 区 別 され て いた
(Fig・2)・CTにて も 正 常 腎 実質 と ほ ぼisodensity・
な 腫瘤 を 認 め・ 腎孟 を 腹 側 に圧 排 してv・た(Fig.3).
右 腎動 脈 造影 にて,動 脈 相 で は 区 域 動 脈 の一 部 圧 排 力§
み られ た が,腫 瘍 血 管 の増 生 は 明 らか で は なか った .
実質 相 で は,腎 中 央 に45×30mmの 類 円形 の濃 染 が
認 め られ た(Fig.4A,B).画像 診 断 上,乏 血 管 性 腫瘍
も否 定 で きなか った た め,1985年8月10日右 腎摘 出術
を施 行 した.
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腎偽 腫 瘍 の定 義,分 類 に 関 して 通常Feldmanの
ものが 用 い られ て い る.こ れ に よれ ぽ,IVPで 腫瘍
あ るい は 嚢 胞 と似 た所 見 を 示 し,組 織学 的 に す べ て
正常 の 腎 お よび 腎 に関 連 す る組 織 よ りな る もの と定義
し,Table1の ご と く分 類 され て い る6・8).ただ し,
す べて の 病 的変 化 を示 す もの,た とえば 膿瘍,血 腫,
部 分的 水 腎 症 な どは除 外 さ れ て い る6・8).本症 例 は,
lobardysmorphismに相 当す る もので1・3・4・6),これ
は 胎生 期 の 腎葉 の 融 合 異 常 と 考 え ら れ て お り5・8),
malpositionofrenallobeと言 うべ き もの で あ る.
しか し,腎 実 質 由来 の 腎 偽 腫瘍(Tablel,A)が報
告 され は じめ た頃,多 くの もの がlobardysmorphi-
smをBertin柱の肥 大 や,腎 皮 質 の遺 残 物(restof
corticaltissue)と混 同 して 考 え ら れ た ため4),さま
ざ まな 名 称 で 呼 ば れ て き た(Table1、A=a)-4)
(Tablc2).
しか し,Bertin柱とは 本来 腎錐 体 間 の正 常 な 腎皮
質 か らな る中 隔 の こ とで9),皮質,髄 質 ともに 存 在す
るlobardysmorphismとは発 生学 的な 点 か ら も 区
別 され な けれ ぽ な らない(Table3).
腎 偽 腫瘍,と くにlobardysmorphismと皮 質 由





















































tomo9「aPhyやdynamicCTで の 経 時 的 な 画 像 の
読 影 で あ る3・`・6・7).これ に 関 し て,Dacieはlobar
dysmorphismにお け るw'ccntrallucencysign"を
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47歳女 性 でlobardysmorphismに相 当 す る 腎 偽
